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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、冷戦終焉後の日本の安全保障政策の変化について実証的、理論的に検
討し、新古典現実主義が指摘する対外政策責任者（FPE）の認識分析を中心に据えた
アプローチの有効性を主張する研究である。 
冷戦終焉以降の日本の安全保障政策の活発化については海外でも研究が盛んであ
る。しかしこれらの研究の多くは現状分析か理論研究の一方に傾き、また、テーマ
も限定的であることが多い。対して本研究は日米関係、北朝鮮への対応、東南アジ
ア諸国との安全保障協力といった幅広いテーマについて冷戦終焉から民主党政権ま
での期間を扱う包括的な研究である。この点は本論文について評価すべき第一の点
である。 
また、本論文が基づく資料調査は極めて広汎である。本論文がテーマとする近過
去の安全保障政策については、分析材料となる一次資料の利用可能性は自ずと限定
されざるを得ない。しかし著者は、二次資料としての内外の研究文献に加えて、政
策担当者の回顧等の記録、関係者へのインタビュー、米国通信情報も補足的に利用
するなど幅広く資料を探求することで日本の安全保障政策の形成過程に迫ってい
る。外国人研究者による研究としては特筆すべき高水準の資料調査は高く評価でき
る点である。 
さらに本論文は、実証研究を国際政治学の理論的分析と明示的に結びつけること
で日本の安全保障政策研究に関する理論的貢献を行っている。従来の海外での研究
では、国際環境、特に勢力均衡関係の変化を政策変化と結びつける新現実主義の系
譜の研究と、日本国内の社会的文化的規範の持続性を重視する構成主義の系譜の研
究が多数を占めてきた。これに対して本論文は近年注目を集める新古典現実主義か
ら示唆を得て、FPEの認識と選択を重視するアプローチを採用した。このアプローチ
は内外の交差圧力の中で政策が選択される日本の安全保障政策の形成過程を分析す
るには特に適合的であると考えられ、本論文は新古典現実主義の実証研究への応用
事例としても十分に評価できるものである。 
もちろん本論文に問題がないわけではない。FPE内の意見対立が存在する場合にど
の立場がなぜ優位したのかについて十分に説明されていない点があるし、本論文が
扱っている政策課題について個別的に見れば検証が不十分な点も散見される。とは
いえこれらの点は全体としての本論文の学術上の価値を損なうものでなく、本論文
の日本及び海外の国際政治研究上の意義は明らかである。 
以上の理由により、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであ
り、かつ、学界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認められ
る。 
また、令和元年８月２日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った
結果合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
